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広報天台

セ
ク
ハ
ラ
と
か
、
パ

ワ
ハ
ラ
と
か
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」が
言
わ
れ
だ

し
て
随
分
に
な
る
。「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」と
は
、相

手
の
意
に
反
す
る
行
為

に
よ
っ
て
不
快
に
さ
せ

た
り
相
手
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳

を
傷
つ
け
た
り
、脅
し
た
り
す
る

こ
と
で
、近
年
に
な
っ
て
登
場
し

た
言
葉
だ
▼
言
葉
を
換
え
て
言
え

ば
人
権
侵
害
に
あ
た
る
行
為
で
あ

る
。
ず
っ
と
問
題
に
な
っ
て
い
る

「
イ
ジ
メ
」な
ど
も
同
類
の
こ
と
だ

ろ
う
。
長
年
の
慣
習
と
し
て
黙
認

さ
れ
て
き
た
行
為
で
も
近
頃
は
ア

ウ
ト
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
何
が

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
何
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
で
な
い
か
、途
惑
う
こ
と
も

あ
っ
て
、戦
々
恐
々
と
な
る
人
も

出
て
く
る
▼
特
に
男
尊
女
卑
と
い

う
か
、女
性
の
人
格
を
軽
ん
じ
る

傾
向
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
の

が
日
本
の
社
会
で
あ
る
。
一
昔
前

で
は
当
た
り
前
に
言
わ
れ
て
い
た

「
ま
だ
嫁
に
行
か
な
い
の
か
、行
か

ず
後
家
に
な
る
な
よ
」は
言
語
道

断
の
言
葉
で
、
さ
す
が
に
今
で
は

聞
く
こ
と
も
な
い
。
そ
の
背
景
に

は
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
も
あ
る

の
だ
ろ
う
し
、
い
ろ
ん
な
面
で
の

人
権
意
識
の
高
ま
り
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
▼
た
だ
一
方
で
ま
だ
根
強

い
の
が
中
高
生
の
部
活
で
の
パ
ワ

ハ
ラ
だ
ろ
う
か
。
随
分
、減
っ
て

き
て
い
る
よ
う
だ
が
、相
変
わ
ら

ず
報
道
さ
れ
て
い
る
。
指
導
の
範

囲
を
逸
脱
し
た
パ
ワ
ハ
ラ
が
多
く
、

中
に
は
傷
害
罪
に
問
わ
れ
る
場
合

も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
明
ら
か
に

犯
罪
と
な
る
。
ど
ん
な
場
合
で
も
、

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」は
「
人
権
問
題
」

と
の
認
識
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

同
委
員
会
は
、
滋
賀
・
京
都

の
自
治
体
や
財
界
、
大
学
な
ど
の

委
員
で
構
成
さ
れ
、「
伝
教
大
師

1
2
0
0
年
大
遠
忌
」
を
契
機

に
令
和
元
年
に
発
足
。
伝
教
大
師

の
教
え
を
発
信
し
、
日
本
文
化
や

歴
史
、
寺
社
仏
閣
へ
の
関
心
を
喚

起
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
世
代
や

立
場
を
超
え
た
交
流
を
推
進
し
て

い
る
。

当
初
は
大
遠
忌
を
迎
え
る
令

和
3
年
6
月
ま
で
を
活
動
期
間
と

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
難
航

し
た
活
動
の
再
起
を
は
か
る
た

め
、
現
在
は
第
2
期
と
し
て
令
和

9
年
度
の
根
本
中
堂
大
改
修
完
了

を
目
途
に
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

宗
内
に
留
ま
ら
な
い 

交
流
の
拡
充
へ

総
会
で
は
幹
事
の
阿
部
昌
宏

天
台
宗
宗
務
総
長
が
、
昨
年
11
月

に
開
催
さ
れ
た
役
員
会
の
要
旨
を

報
告
し
「
第
1
期
は
事
務
局
中
心

に
活
動
し
、
全
国
寺
院
や
僧
侶
の

主
体
的
な
取
り
組
み
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
今
後
は
宗
内
で
も

積
極
的
な
参
加
を
仰
ぐ
」
と
強
調

し
た
。

天
台
宗
は
天
台
仏
教
青
年
連

盟
や
各
教
区
と
協
働
し
て
各
地
方

の
学
生
や
経
済
界
を
巻
き
込
み
、

活
動
の
全
国
展
開
を
予
定
。
令
和

2
年
度
に
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
た

「
不
滅
の
法
灯
全
国
行
脚
」
の
再

開
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
檀
信
徒

に
と
ど
ま
ら
ず
学
生
や
若
い
世
代

と
宗
の
枠
組
み
を
超
え
た
交
流
を

は
か
る
。
ま
た
延
暦
寺
で
は
、
平

成
30
年
に
台
風
被
害
を
受
け
て
以

来
閉
鎖
し
て
い
る
居
士
林
研
修
道

場
の
再
興
と
と
も
に
、
一
般
に
向

け
た
修
行
体
験
の
提
供
を
検
討
し

て
い
る
。
体
験
型
参
拝
「
比
叡
探

訪
」を
広
く
推
進
し
て
い
く
予
定
。

学
生
か
ら
歴
史
や 

文
化
を
発
信

同
委
員
会
の
特
徴
で
あ
る
「
大

学
コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て
も
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
企
画

は
、
各
地
の
寺
院
を
訪
問
し
た
学

生
ら
が
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る

「
お
寺
巡
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、

日
本
文
化
体
験
な
ど
を
中
心
に
、

こ
れ
ま
で
延
べ
2
0
0
0
名
以

上
の
学
生
が
参
画
し
て
い
る
。
総

会
に
は
学
生
3
名
が
出
席
し
、「
歴

史
を
繋
い
で
き
た
人
が
い
る
か
ら

こ
そ
今
が
あ
る
と
実
感
し
た
」
な

ど
と
感
想
を
語
っ
た
。

今
年
度
は
全
国
の
大
学
と
の

連
携
や
、
参
加
学
生
へ
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
参
加
証
明
を
発
行
す

る
こ
と
な
ど
も
検
討
中
。
ま
た
学

生
の
発
信
の
場
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
『
巡
り
』
に
つ
い
て
、
閲
覧

数
向
上
を
目
的
と
し
た
告
知
の
活

性
化
や
多
言
語
化
、
御
守
な
ど
の

販
売
ペ
ー
ジ
の
追
加
が
議
論
さ

れ
、
よ
り
包
括
的
な
サ
イ
ト
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
く
。
第
2
回

文
化
体
験
で
は
、
同
委
員
会
委
員

の
武
者
小
路
千
家
家
元
後
嗣
・
千

宗
屋
氏
を
講
師
に
茶
道
体
験
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

大
遠
忌
に
代
わ
る 

新
た
な
期
待
感
を

根
本
中
堂
の
落
慶
や
観
光
業

の
活
発
化
に
向
け
て
、
行
政
や
参

画
企
業
、
大
学
と
協
働
し
て
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
鳥
井
委
員

長
は
「
本
活
動
が
滋
賀
・
京
都
の

観
光
振
興
と
地
域
創
生
に
つ
な
が

る
。
大
遠
忌
を
終
え
て
第
2
章
に

入
っ
た
今
、
新
た
な
気
持
ち
で
、

最
澄
の
魅
力
や
教
え
を
国
内
外
に

発
信
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
や
国
際
イ
ベ
ン
ト
に
注
目

が
集
ま
る
昨
今
、
伝
教
大
師
の
教

え
や
歴
史
、
伝
統
文
化
を
世
界
に

向
け
て
強
力
に
発
信
し
て
い
く
と

の
指
針
が
全
員
一
致
で
再
確
認
さ

れ
た
。
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各界から委員が参加し意見交換が行われた

自らの体験を伝える学生

極 微
ご く み

伝
教
大
師
最
澄
1
2
0
0
年
魅
力
交
流
委
員
会
（
鳥
井
信
吾
委

員
長
・
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役

副
会
長
）の
第
6
回
総
会
が
5
月
8
日
、延
暦
寺
会
館
で
開
か
れ
た
。

伝
教
大
師
最
澄
1
2
0
0
年
魅
力
交
流
委
員
会
第
6
回
総
会

国際的視野で日本文化を発信
世代や立場を超えた連携を


